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は
じ
め
に

島
根
県
益
田
市
を
流
れ
る
高
津
川
と
益
田
川
は
、
現
在
で
は
そ
れ
ぞ
れ
に
河
口
を

持
つ
別
個
の
河
川
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、
十
八
世
紀
末
ま
で
は
、
高
津

川
の
支
流
が
最
下
流
域
で
益
田
川
に
流
れ
込
ん
で
い
た
た
め
、
最
下
流
域
の
両
河
川

は
一
体
化
し
て
存
在
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
高
津
川
の
支
流
と
益
田
川
の
合
流
地
点

に
は
、
中
世
の
幕
開
け
時
期
と
な
る
十
一
世
紀
後
半
～
十
二
世
紀
後
半
に
か
け
て
、

二
つ
の
港
が
成
立
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
い
ま
に
伝
え
る
遺
跡

が
、
沖
手
遺
跡
と
中
須
東
原
・
西
原
遺
跡
で
あ
る

（
（
（

（【
図
（
】
参
照
）。

前
者
は
、
現
在
の
益
田
川
河
口
か
ら
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
遡
っ
た
、
前
川
（
高

津
川
の
支
流
）
と
今
市
川
（
か
つ
て
の
益
田
川
本
流
）
と
益
田
川
の
合
流
地
点
の
北

東
域
に
所
在
す
る
遺
跡
で
あ
る
。
本
遺
跡
か
ら
は
、
道
路
・
溝
・
柵
列
・
建
物
（
掘

立
柱
建
物
と
方
形
竪
穴
建
物
）・
井
戸
・
墓
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
集
落
遺
構
が
検

出
さ
れ
た
。
ま
た
、
遺
構
が
密
集
す
る
中
心
区
域
か
ら
は
、
十
一
世
紀
後
半
～
十
二

世
紀
前
半
の
中
国
産
白
磁
が
多
数
出
土
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
遺
跡
は
十
一
世

紀
後
半
～
十
二
世
紀
前
半
に
港
湾
集
落
と
し
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
当

該
期
の
港
湾
集
落
の
具
体
相
が
う
か
が
え
る
希
有
な
遺
跡
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
後

者
は
、益
田
川
を
挟
ん
だ
、前
者
の
対
岸
に
位
置
す
る
遺
跡
で
あ
る
。本
遺
跡
か
ら
も
、

沖
手
遺
跡
と
同
様
の
集
落
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
が
、
前
者
か
ら
は
検
出
さ
れ
な
か
っ

た
鍛
冶
炉
・
鉄
滓
廃
棄
土
坑
と
い
っ
た
鍛
冶
関
連
遺
構
や
、
港
湾
施
設
の
一
部
と
見

ら
れ
る
礫
敷
き
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
が
注
目
を
集
め
た
。
ま
た
、
中
国
陶
磁
器

か
ら
見
た
本
遺
跡
の
最
初
の
盛
期
は
、
十
二
世
紀
中
葉
～
後
半
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
本
遺
跡
は
前
者
に
や
や
遅
れ
て
成
立
し
た
港
湾
集
落
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
高
津
川
の
支
流
と
益
田
川
の
合
流
地
点
＝
益
田
川
の
河
口
域
に
は
、

十
一
世
紀
後
半
～
十
二
世
紀
後
半
に
か
け
て
沖
手
遺
跡
と
中
須
東
原
・
西
原
遺
跡
と

い
う
二
つ
の
港
湾
集
落
＝
港
が
成
立
し
た
（
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
港
の
名
称
を
沖
手

港
と
中
須
港
と
呼
称
す
る
）。
両
港
と
も
中
世
を
通
じ
て
存
続
し
た
た
め
、
こ
れ
ら

の
遺
跡
か
ら
は
国
内
産
の
中
世
陶
器
・
土
器
は
も
と
よ
り
、
当
該
期
の
中
国
陶
磁
器

や
朝
鮮
陶
磁
器
も
大
量
に
出
土
し
て
い
る
ほ
か
、
少
量
な
が
ら
東
南
ア
ジ
ア
産
の
陶

磁
器
も
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
両
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
豊
富
な
交
易
関
連
遺
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物
は
、
中
世
の
西
日
本
海
交
通
・
流
通
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
重
要
な
資

料
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
分
析
を
通
じ
て
そ
の
様
相
に
迫
る
研
究
成
果
が
蓄
積

さ
れ
つ
つ
あ
る

（
（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、
益
田
地
域
あ
る
い
は
西
日
本
海

海
域
に
お
け
る
両
港
の
位
置
づ
け
（
役
割
）
が
い
ま
だ
曖
昧
な
た
め
、
中
世
の
西
日

本
海
交
通
・
流
通
の
様
相
理
解
を
い
っ
そ
う
深
化
さ
せ
る
た
め
に
も
、
そ
の
究
明
の

必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
（
（

。

こ
う
し
た
研
究
状
況
の
な
か
、
最
近
新
た
に
発
見
さ
れ
た
中
世
文
書（

４
（に

よ
り
、
高

津
川
本
流
の
河
口
域
に
所
在
し
た
高
津
郷
に
も
、
十
三
世
紀
前
半
に
は
港
が
成
立
し

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た（
以
下
、こ
の
港
の
名
称
を
高
津
港
と
呼
称
す
る
）。

し
た
が
っ
て
、
中
世
段
階
の
高
津
川
・
益
田
川
の
河
口
域
に
は
三
つ
の
港
が
存
在
し

た
こ
と
に
な
る
が
、
上
記
の
課
題
に
鑑
み
る
と
、
中
世
の
西
日
本
海
交
通
・
流
通
の

様
相
理
解
を
い
っ
そ
う
深
化
さ
せ
る
べ
く
、
益
田
地
域
あ
る
い
は
西
日
本
海
海
域
に

お
け
る
こ
れ
ら
三
つ
の
港
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
研
究
の
蓄
積
が
な
い
中
世
の
高
津
港
の
様
相
を

明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
中
世
の
高
津
港
の
様
相
に
つ
い
て
追
究
す
る
と
と
も
に
、
中

世
の
高
津
川
・
益
田
川
の
河
口
域
に
形
成
さ
れ
た
三
つ
の
港
の
関
係
性
に
つ
い
て
検

討
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
後
、
益
田
地
域
あ
る
い
は
西
日
本
海
海
域
に
お
け
る
こ

れ
ら
三
つ
の
港
の
位
置
づ
け
を
究
明
し
て
い
く
う
え
で
の
足
場
を
築
き
た
い
。

一　
「
石
見
国
高
津
川
水
域
大
絵
図
」
の
考
察

冒
頭
で
触
れ
た
最
近
新
た
に
発
見
さ
れ
た
中
世
文
書
は
、
中
世
の
高
津
港
の
存
在

を
示
す
も
の
の
、
そ
の
様
相
に
つ
い
て
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
文
書
に

よ
っ
て
存
在
が
確
か
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
高
津
港
は
発
掘
調
査
が

い
っ
さ
い
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、遺
構
か
ら
そ
の
様
相
を
探
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

現
時
点
で
は
、
中
世
の
文
献
・
考
古
資
料
か
ら
高
津
港
の
様
相
に
つ
い
て
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
わ
け
だ
が
、
ま
っ
た
く
手
が
か
り
が
な
い
と
い

【図1】　高津川・益田川下流域図
（（5,000 分の（「益田市図」に加筆）
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う
わ
け
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
近
世
に
描
か
れ
た
高
津
川
河
口
域
の
絵
図
が
現

存
し
て
お
り
、
こ
の
絵
図
を
手
が
か
り
に
中
世
の
高
津
港
の
様
相
解
明
に
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
近
世
に
描
か
れ
た
高
津
川
河
口
域
の
絵
図
と
は
、
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史

博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
石
見
国
高
津
川
水
域
大
絵
図
」
で
あ
る
（【
図
（
】

参
照
）。本
絵
図
は
、二
〇
一
七
年
度
に
同
博
物
館
が
古
書
肆
よ
り
購
入
し
た
も
の
で
、

い
ま
だ
資
料
紹
介
も
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
資
料
紹
介

を
兼
ね
な
が
ら
本
絵
図
の
書
誌
学
的
考
察
を
行
っ
た
う
え
で
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
近

世
段
階
の
高
津
港
の
様
相
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い

（
5
（

。

1
　
書
誌
学
的
考
察

ま
ず
は
書
誌
学
的
考
察
を
行
う
。
外
観
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。

本
絵
図
は
、
法
量
が
三
五
八
×
三
四
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
大
判
の
絵
図
と
な
っ

て
い
る
。
西
側
に
当
た
る
一
方
の
隅
に
は
、
本
紙
と
は
異
な
る
紙
で
「
石
見
国
高
津

川
水
域
大
絵
図
」
と
い
う
題
簽
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
が
本
絵
図
の
作

成
と
同
時
に
貼
ら
れ
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
全
体
に
彩
色
が
施
さ
れ
て
お
り
、

河
川
や
水
溜
ま
り
は
青
、
草
木
は
緑
、
道
路
は
薄
い
朱
、
高
津
川
で
境
界
を
接
し
て

い
た
津
和
野
藩
と
浜
田
藩
の
藩
境
は
濃
い
朱
で
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
海
岸
部
や

高
津
川
の
河
口
域
、
そ
し
て
そ
の
背
後
の
松
林
に
は
白
色
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
砂
丘
を
表
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

海
岸
部
や
高
津
川
の
河
口
域
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
本
絵

図
は
高
津
川
の
最
下
流
域
の
様
子
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
描
か
れ
た
範
囲
は
中
世

の
高
津
郷
故
地
で
あ
る
近
世
の
高
津
村
に
お
お
よ
そ
該
当
す
る
と
見
ら
れ
る
。
し
か

し
、
本
絵
図
の
南
側
半
分
は
道
路
と
河
川
以
外
の
様
子
が
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
い
な

い
の
に
対
し
、河
口
域
に
当
た
る
北
側
半
分
は
そ
の
様
子
が
詳
細
に
描
か
れ
て
お
り
、

高
津
村
の
南
北
の
様
子
が
対
照
的
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
本
絵
図
の
関
心
は
高
津
村
全
体
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
高
津
川
の
河
口
域

【図2】　「石見国高津川水域大絵図」全体
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に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
実
際
、
河
口
域
を
見
て
み
る
と
、
河
口

の
幅
や
砂
丘
の
幅
・
長
さ
が
記
さ
れ
て
い
る
（【
図
（
】
参
照
）
ほ
か
、
次
節
で
検

討
す
る
高
津
港
に
関
わ
る
港
湾
施
設
も
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。ま
た
、

西
側
に
描
か
れ
た
山
の
一
つ
に
は
遠
見
番
所
が
描
か
れ
て
い
る（【
図
4
】参
照
）が
、

こ
れ
も
港
湾
施
設
の
一
部
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
本
絵
図
は
、
高
津
川
の
河
口
域
の
様
子
を
詳
細
に
描
い
て
い
る
点
に

特
徴
を
有
す
る
と
い
え
る
が
、
高
津
川
を
遡
っ
て
見
て
い
く
と
、
南
側
半
分
に
描
か

れ
た
高
津
川
に
も
川
幅
が
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
水
刎
や
堰
留
と
い
っ
た
治
水
施
設

が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（【
図
5
】
参
照
）。
つ
ま
り
、
本
絵
図
は
全

体
的
に
高
津
川
に
関
わ
る
情
報
を
詳
細
に
記
載
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
高
津
川

を
軸
に
そ
の
最
下
流
域
の
様
子
を
示
す
こ
と
こ
そ
が
本
絵
図
の
趣
旨
で
あ
っ
た
と
理

解
で
き
る
の
で
あ
る
。「
石
見
国
高
津
川
水
域
大
絵
図
」
と
い
う
本
絵
図
の
書
名
は
、

こ
の
よ
う
な
趣
旨
を

表
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
本
絵

図
は
誰
の
手
に
よ
っ

て
作
成
さ
れ
た
の
だ

ろ
う
か
。
本
絵
図
に

描
か
れ
た
範
囲
は
、

お
お
よ
そ
高
津
村
に

該
当
す
る
こ
と
を
踏

ま
え
る
と
、
そ
こ
を

治
め
て
い
た
津
和
野

藩
当
局
に
よ
っ
て
作

成
さ
れ
た
と
考
え
る

の
が
自
然
だ
ろ
う
。

【図 4】　「石見国高津川水域大絵図」西側部分

【図3】　「石見国高津川水域大絵図」高津川河口域
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こ
の
点
に
関
し
て
、
本
絵
図
に
は
津
和
野
藩
領
で
あ
る
こ
と
を
示
す
記
載
が
い
っ
さ

い
見
ら
れ
な
い
の
に
対
し
、
浜
田
藩
領
に
な
る
高
津
川
右
岸
の
堰
留
に
は
「
浜
田
御

領
堰
留
」（【
図
5
】
参
照
）、
ま
た
津
和
野
藩
と
浜
田
藩
の
藩
境
の
東
側
＝
浜
田
藩

領
側
に
は
「
浜
田
御
領
飛
地
」（【
図
6
】
参
照
）
と
い
う
記
載
が
見
え
る
が
、
こ
れ

ら
は
そ
の
傍
証
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
記
載
に
着
目
す
る
と
、
津
和
野
藩

当
局
は
浜
田
藩
領
域
も
含
め
て
高
津
川
の
最
下
流
域
の
様
子
を
描
い
た
こ
と
に
気
づ

く
。
津
和
野
藩
は
、
高
津
川
の
最
下
流
域
に
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
わ
け
だ
が
、
本
絵
図
作
成
の
動
機
と
は
い
っ
た
い
い
か
な
る
も
の
な

の
だ
ろ
う
か
。
管
見
の
限
り
で
は
、
こ
の
こ
と
を
直
接
に
示
す
文
献
史
料
が
見
当
た

ら
な
い
。
そ
こ
で
、
本
絵
図
の
内
容
か
ら
そ
の
作
成
時
期
を
推
定
し
、
そ
こ
か
ら
作

成
動
機
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

本
絵
図
の
作
成
時
期
を
推
定
す
る
に
あ
た
り
、
注
目
す
べ
き
は
、
そ
こ
に
描
か
れ

た
創
設
時
期
な
い
し
は
移
転
時
期
の
判
明
す
る
施
設
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
柿
本
神

社
・
教
西
寺
・
新
川
堰
留
口
・
蝋
座
が
こ
れ
に
該
当
す
る
が
、
結
論
を
先
に
述
べ
る

と
、
こ
れ
ら
の
う
ち
本
絵
図
の
作
成
時
期
の
上
限
を
示
す
の
が
新
川
堰
留
口
で
、
下

限
を
示
す
の
が
蝋
座
と
な
る
。
以
下
、
こ
の
こ
と
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
新
川
堰
留
口
が
上
限
を
示
す
点
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
新
川
堰
留
口
は
、

浜
田
藩
領
に
な
る
高
津
川
右
岸
に
描
か
れ
て
い
る
（【
図
6
】
参
照
）。
新
川
と
は
、

か
つ
て
益
田
川
に
流
れ
込
ん
で
い
た
高
津
川
の
支
流
の
一
つ
だ
が
、本
絵
図
に
は「
此

川
筋
新
田
」
と
見
え
、
そ
の
作
成
時
に
は
堰
留
め
に
よ
っ
て
川
の
流
れ
は
消
滅
し
、

流
域
は
新
田
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
次
の
史
料
は
、
新
川
が
堰
留
め
ら
れ

た
時
期
を
考
え
る
う
え
で
注
目
さ
れ
る
。

　

【
史
料
（
】「
中
須
自
治
会
所
蔵
文
書

（
6
（

」

　
　
　

乍
恐
奉
願
上
口
上
覚

益
田
川
筋
中
須
浦
湊
口
、
先
年
者
高
津
・
益
田
両
方
よ
り
水
引
受
、
常
々
水
勢

能
、
川
口
深
く
、
地
船
・
他
船
出
入
自
由
能
、
其
上
諸
商
内
等
も
浦
町
共
賑
敷
、

【図5】　「石見国高津川水域大絵図」大渡し・前川旧流路付近
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諸
事
弁
シ
宜
敷
御
座
候
、
然
ル
処
、

①
此
以
前
高
津
川
筋
中
野
嶋
村
大
中
屋
塞

留
出
来
以
後
者
、
水
勢
弱
く
、
川
口
悪
敷
罷
成
、
諸
廻
船
出
入
不
相
成
、
自
然

と
諸
商
内
不
弁
シ
浦
町
共
困
究
仕
候
、
其
上
高
津
川
江
船
繁
候
故
、
手
遠
ニ
而

万
事
不
自
由
諸
費
多
く
、
荷
物
積
揚
運
送
等
も
余
分
相
懸
り
、
彼
是
甚
難
渋
至

極
仕
候
、

②
殊
ニ
是
迄
之
通
ニ
而
ハ
、
年
々
洪
水
之
節
、
所
々
損
シ
所
等
も
出

来
可
仕
哉
、
乍
恐
其
段
も
難
斗
奉
存
候
、
依
而
千
万
恐
多
御
願
ニ
奉
存
候
得
共
、

以
御
慈
悲
、
以
前
之
通
高
津
川
よ
り
分
水
相
成
、
右
塞
留
又
者
名
越
此
両
所
之

内
、
平
水
流
れ
川
船
通
ひ
仕
候
様
被
成
候
ハ
ヽ
、
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
左
候

得
ハ
当
分
よ
り
川
船
通
路
仕
、
諸
弁
シ
宜
追
々
水
勢
能
相
成
候
ハ
ヽ
、
自
然
と

湊
口
宜
敷
可
相
成
、
浦
町
共
賑
敷
相
成
、
無
此
上
一
統
難
有
仕
合
奉
存
候
、
何

卒
以
御
憐
愍
願
之
通
被
為　

仰
付
被
下
置
候
様
、
宜
敷
被
仰
上
可
被
下
、
此
段

偏
ニ
奉
願
上
候
、
以
上
、

　
　
　

寛（
一
七
九
六
（

政
八
年�

中
須
浦
惣
代　
　
　
　
　

　
　
　
　

辰
正
月
廿
八
日��

六
郎
兵
衛
（
判
）

�

久
左
衛
門
（
判
）

�

遠
田
浦
惣
代　
　
　
　
　

�

文
三
郎
（
判
）

�

権
三
郎
（
判
）

�

津
田
浦
惣
代　
　
　
　
　

�
貞
八
（
判
）

�

大
谷
浦
惣
代　
　
　
　
　

�

弥
十
郎
（
判
）

�

大
浜
浦
惣
代　
　
　
　
　

�

庄
蔵
（
判
）

　
　
　
　
　
　

（
中
略
）

　
　
　

児
玉
伝
三
郎　

様

　
　
　

大
賀
忠
左
衛
門
様

寛
政
八
年
に
浜
田
藩
領
の
中
須
浦
以
下
五
つ
の
浦
の
惣
代
た
ち
が
、
中
須
浦
へ
高

津
川
か
ら
分
水
す
る
こ
と
を
藩
に
訴
え
る
よ
う
に
、
益
田
浦
大
年
寄
の
大
賀
忠
左
衛

門
と
児
玉
伝
三
郎
に
求
め
た
口
上
覚
で
あ
る
。
傍
線
部
①
に
は
、
こ
の
訴
え
の
原
因

と
な
っ
た
出
来
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
以
前
に
高
津
川
流
域
の
中
野
嶋

村
に
あ
る
大
中
屋
を
塞
ぎ
留
め
た
と
こ
ろ
、
益
田
川
の
水
勢
が
弱
ま
っ
て
河
口
が
狭

ま
っ
た
た
め
、
中
須
浦
が
面
す
る
益
田
川
へ
廻
船
の
出
入
り
で
き
な
く
な
っ
た
と
あ

り
、
浜
田
藩
が
大
中
屋
で
高
津
川
の
水
を
塞
ぎ
留
め
た
こ
と
が
、
今
回
の
訴
え
の
原

因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
傍
線
部
②
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う

に
高
津
川
の
水
が
益
田
川
に
流
れ
込
ん
だ
ま
ま
で
は
、
毎
年
洪
水
が
起
き
る
た
び
に

損
害
を
受
け
る
村
が
跡
を
絶
た
な
い
と
見
え
、大
中
屋
で
の
高
津
川
の
塞
ぎ
留
め
は
、

浜
田
藩
の
洪
水
対
策
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
こ

れ
に
よ
っ
て
中
須
浦
で
は
、
廻
船
の
出
入
り
が
不
可
能
と
な
っ
て
商
売
不
振
に
陥
っ

た
の
で
、
藩
の
洪
水
対
策
に
理
解
を
示
し
つ
つ
も
、
再
び
高
津
川
か
ら
分
水
す
る
よ

う
に
訴
え
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
本
史
料
で
注
目
す
べ
き
は
、
傍
線
部
①
に
見
え
る
大
中
屋
で
あ
る
。
と
い

う
の
も
、【
図
6
】
に
見
え
る
よ
う
に
、
本
絵
図
に
も
新
川
堰
留
口
に
そ
の
名
称
を

確
認
で
き
、【
史
料
（
】
に
見
え
る
大
中
屋
の
塞
ぎ
留
め
と
は
、
新
川
の
堰
留
め
の

こ
と
と
判
明
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、【
史
料
（
】
に
は
「
此
以
前
」
と
し
て

し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
新
川
を
堰
留
め
し
た
正
確
な
時
期
は
明
ら
か
に
な
ら

な
い
。
だ
が
、
新
川
の
堰
留
め
に
よ
っ
て
中
須
浦
が
窮
状
し
た
こ
と
を
訴
え
て
い
る

点
を
踏
ま
え
る
と
、
そ
の
時
期
は
本
史
料
か
ら
さ
ほ
ど
離
れ
た
時
期
と
は
考
え
に
く

く
、
ひ
と
ま
ず
寛
政
元
年
～
七
年
（
一
七
八
九
～
九
五
）
頃
と
想
定
す
る
の
が
妥
当

と
考
え
る
。
こ
れ
に
対
し
、
も
と
も
と
別
の
場
所
に
あ
っ
た
柿
本
神
社
と
教
西
寺
が

本
絵
図
に
描
か
れ
た
場
所
に
移
転
し
た
時
期
は
、そ
れ
ぞ
れ
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）

と
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
で
あ
る

（
（
（

か
ら
、
新
川
が
堰
留
め
ら
れ
た
と
想
定
さ
れ
る

寛
政
元
年
～
七
年
の
方
が
新
し
い
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
が
本
絵
図
作

成
時
期
の
上
限
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



［中世石見国高津川・益田川河口域港湾の基礎的研究］……田中大喜

213

次
に
、
下
限
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
蝋
座
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
延
享
二
年

（
一
七
四
五
）
に
津
和
野
城
下
に
設
け
ら
れ
た
蝋
座
は
、
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）

に
高
津
村
に
移
さ
れ
、
そ
の
後
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
は
同
村
の
御
蔵
米
中

場
の
場
所
に
移
転
し
た
と
い
う

（
（
（

。
本
絵
図
に
は
、
高
津
港
の
港
湾
施
設
の
一
つ
と
し

て
御
米
中
場
が
描
か
れ
て
い
る
（
後
掲
【
図
（
】
参
照
）
が
、
こ
れ
が
御
蔵
米
中
場

に
当
た
る
と
見
ら
れ
る
。
す
る
と
、
本
絵
図
の
蝋
座
は
御
米
中
場
と
は
別
の
場
所
に

描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
絵
図
は
最
も
遅
く
と
も
文
化
八
年
の
様
子
を
描
い
た

こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
作
成
時
期
の
下
限
に
な
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
検

討
に
よ
り
、
本
絵
図
の
作
成
時
期
は
、
寛
政
元
年
～
文
化
八
年
の
間
に
絞
ら
れ
る
と

考
え
ら
れ
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
作
成
時
期
を
さ
ら
に
限
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ

で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
本
絵
図
の
高
津
川
河
口
に
記
さ
れ
た
「
丑
三
月
廿
八
日
見

分
、
水
上
凡
四
拾
間
余
」
と
い
う
記
載
で
あ
る
（【
図
（
】
参
照
）。
す
な
わ
ち
、
こ

こ
に
は
丑
年
の
三
月
二
十
八
日
に
見
分
し
た
河
口
の
幅
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

丑
年
が
本
絵
図
の
作
成
に
関
係
す
る
と
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
寛
政
元

年
～
文
化
八
年
の
な
か
で
丑
年
に
当
た
る
年
を
調
べ
て
み
る
と
、
そ
れ
は
寛
政
五
年

（
一
七
九
三
）
と
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
と
判
明
す
る
が
、
後
者
の
方
が
妥
当
性

が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、本
絵
図
の
高
津
川
河
口
に
は
「
新
湊
切
口
」

と
い
う
記
載
も
見
え
る
が
、
こ
れ
は
文
化
元
年
五
月
の
高
津
川
の
洪
水
に
よ
り
、
河

口
が
東
へ
大
き
く
移
動
＝
新
た
に
開
い
た（

（
（

事
実
を
示
し
て
い
る
と
理
解
で
き
、「
丑

三
月
廿
八
日
見
分
、
水
上
凡
四
拾
間
余
」
と
い
う
記
載
は
、
そ
の
翌
年
に
こ
れ
を
見

分
し
た
記
録
と
捉
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
本
絵
図
は
、
文
化
元
年
の
高
津
川
河
口
の
移
動
に
関
係
す
る
蓋
然
性

が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
。
す
る
と
、
高
津
川
河
口
の
「
新
湊
切
口
」
と
い
う
記
載
、

お
よ
び
津
和
野
藩
と
浜
田
藩
の
藩
境
が
、
本
絵
図
作
成
の
動
機
と
時
期
を
知
る
う
え

で
の
重
要
な
糸
口
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、「
新
湊
切
口
」
と
い
う
記
載
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
文
化
元
年
の

【図6】　「石見国高津川水域大絵図」新川旧流路付近



国立歴史民俗博物館研究報告
第 223集　2021年 3月

214

洪
水
を
受
け
て
河
口
が
東
へ
大
き
く
移
動
し
た
事
実
を
示
し
て
い
る
と
理
解
で
き

る
（
（1
（

。
そ
し
て
、
津
和
野
藩
と
浜
田
藩
の
藩
境
は
、
北
端
が
こ
の
「
新
湊
切
口
」
を
向

い
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（【
図
（
】
参
照
）
こ
と
か
ら
、
高
津
川
の
河
口
を

起
点
に
藩
境
が
設
定
さ
れ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
す
る
と
、
前
年
の
洪
水
を

受
け
て
高
津
川
の
河
口
が
大
き
く
移
動
し
た
こ
と
に
伴
い
、
藩
境
に
も
影
響
が
生
じ

た
た
め
、津
和
野
藩
と
浜
田
藩
は
互
い
に
藩
境
を
確
認
し
直
す
作
業
が
必
要
と
な
り
、

こ
れ
を
実
施
し
た
は
ず
だ
と
考
え
ら
れ
る

（
（（
（

。
し
た
が
っ
て
本
絵
図
は
、
こ
う
し
て
実

施
さ
れ
た
藩
境
の
再
確
認
作
業
の
結
果
＝
再
確
認
さ
れ
た
藩
境
の
現
況
を
津
和
野
藩

側
が
記
録
す
る
た
め
に
、
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
時
期
は
、
丑

年
＝
文
化
二
年
か
ら
、
本
絵
図
作
成
時
期
の
下
限
と
な
る
文
化
八
年
ま
で
の
間
と
な

る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
津
和
野
藩
は
浜
田
藩
の
領
域
も
含
め
て
高
津
川
の
最
下
流

域
の
様
子
を
描
い
た
が
、
こ
れ
は
こ
の
よ
う
な
本
絵
図
の
作
成
動
機
に
鑑
み
る
と
、

自
然
な
こ
と
と
了
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

2
　
近
世
高
津
港
の
考
察

そ
れ
で
は
次
に
、【
図
（
】
と
し
て
掲
げ
た
、
本
絵
図
に
描
か
れ
た
近
世
段
階
の

高
津
港
の
様
相
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
ず
は
地
形
か
ら
見
て
い
こ
う
。

前
近
代
の
港
湾
は
、
自
然
地
形
に
大
き
く
依
存
し
た
状
態
か
ら
、
人
工
造
成
地
や

護
岸
・
雁
木
な
ど
を
施
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
第
に
そ
う
し
た
状
態
を
超
克
し
て
い

っ
た
と
把
握
さ
れ
て
い
る

（
（1
（

。
し
か
し
、
本
絵
図
に
描
か
れ
た
高
津
港
に
は
、
係
船
杭

以
外
は
そ
う
し
た
様
子
が
認
め
ら
れ
ず
、
基
本
的
に
は
自
然
地
形
に
依
存
し
た
状
態

だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
だ
が
、
実
際
に
検
出
さ
れ
て
存
在
が
確
認
で
き
て
い

て
も
、
絵
画
史
料
に
は
、
港
湾
施
設
の
一
つ
と
目
さ
れ
る
礫
敷
き
は
描
か
れ
な
い
と

い
う
指
摘
に
鑑
み
る
と
、
近
世
の
高
津
港
も
係
船
杭
以
外
に
人
為
的
な
造
成
が
施
さ

れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
際
、
至
近
に
あ
っ
た
中
須
港
か
ら

は
礫
敷
き
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
想
起
す
る
と
、
そ
の
可
能
性
は
高
い
と

思
わ
れ
、
今
後
の
発
掘
調
査
を
待
ち
た
い
。

【図7】　「石見国高津川水域大絵図」高津港
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さ
て
、
高
津
港
の
地
形
的
特
徴
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
高
津
川
の
河

口
域
に
形
成
さ
れ
た
ラ
グ
ー
ン
に
面
し
て
お
り
、
潟
港
と
し
て
存
在
し
た
と
い
う
点

で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
一
般
的
に
潟
港
は
弥
生
時
代
～
平
安
時
代
初
期
に
最
も
よ

く
機
能
し
、
そ
れ
以
降
は
潟
の
埋
積
が
進
ん
で
港
湾
機
能
を
大
幅
に
低
下
・
喪
失
し

た
と
見
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
高
津
港
は
十
九
世
紀
初
頭
に

な
っ
て
も
潟
港
と
し
て
存
続
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ラ
グ
ー

ン
の
出
入
り
口
と
な
る
高
津
川
の
河
口
は
、
川
が
砂
丘
を
突
き
破
る
こ
と
で
自
然
に

開
削
さ
れ
た
も
の

（
（1
（

だ
が
、
こ
れ
に
よ
り
高
津
港
は
、
い
わ
ば
天
然
の
掘
り
込
み
式
港

湾
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。
高
津
川
河
口
域
に
あ
っ
た
ラ
グ
ー
ン

は
、
現
在
で
は
埋
め
立
て
に
よ
り
姿
を
消
し
て
い
る
が
、
明
治
期
の
地
籍
図

（
（1
（

に
確
認

で
き
る
「
舩
入
」
と
い
う
小
字
名
の
分
布
す
る
一
帯
が
、
か
つ
て
の
高
津
港
の
碇
泊

地
＝
高
津
川
河
口
域
の
ラ
グ
ー
ン
だ
っ
た
と
見
ら
れ
る
（
前
掲
【
図
（
】・
後
掲
【
図

（
】
参
照
）。

右
に
見
た
高
津
港
の
地
形
的
特
徴
は
、
お
そ
ら
く
中
世
段
階
に
遡
及
で
き
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る

（
（1
（

。
し
た
が
っ
て
、中
世
と
は
一
線
を
画
す
近
世
の
高
津
港
の
特
徴
は
、

沿
岸
に
設
け
ら
れ
た
御
舩
蔵
や
舩
見
番
所
と
い
っ
た
港
湾
施
設
に
あ
る
と
考
え
る
。

す
な
わ
ち
、
港
に
設
け
ら
れ
た
各
種
港
湾
施
設
の
う
ち
、
ド
ッ
ク
で
あ
る
御
舩
蔵

が
特
定
の
場
所
で
施
設
化
す
る
の
は
、
十
六
世
紀
中
葉
～
十
七
世
紀
前
半
に
お
け
る

城
下
町
の
建
設
に
伴
っ
て
の
こ
と
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。こ
の
指
摘
を
踏
ま
え
る
と
、

高
津
港
の
御
舩
蔵
も
、
近
世
の
津
和
野
城
下
町
の
建
設
に
伴
っ
て
、
資
材
を
運
ぶ
船

の
数
と
そ
の
往
来
が
増
大
し
た
こ
と
を
受
け
て
設
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
高
津
港

の
近
世
的
な
特
徴
を
示
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
舩
見
番
所
は
港
湾
管
理
事

務
所
と
目
さ
れ
る
が
、
高
津
港
の
舩
見
番
所
は
津
和
野
藩
の
も
の
し
か
置
か
れ
て
い

な
い
た
め
、
こ
こ
か
ら
津
和
野
藩
に
よ
る
高
津
港
の
一
元
的
な
管
理
・
掌
握
が
実
現

し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
港
湾
の
管
理
事
務
所
自
体
は
中
世
段
階
で
も
存
在

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
次
章
で
見
る
よ
う
に
中
世
段
階
の
高
津
港
に
は
諸
権
力

が
関
与
し
て
い
た
た
め
、
特
定
の
権
力
に
よ
る
一
元
的
な
港
湾
空
間
の
管
理
・
掌
握

は
実
現
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
津
和
野
藩
の
舩
見
番

所
の
存
在
は
、
高
津
港
の
近
世
的
な
特
徴
を
最
も
よ
く
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
高
津
港
は
天
然
の
掘
り
込
み
式
港
湾
と
し
て
存
在

し
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
港
湾
は
土
砂
の
埋
積
に
対
す
る
恒
常
的
な
浚
渫
を
必
要

と
し
た
。
近
世
段
階
の
高
津
港
は
、
津
和
野
藩
に
よ
っ
て
一
元
的
に
管
理
・
掌
握
さ

れ
て
い
た
た
め
、
津
和
野
藩
が
恒
常
的
に
浚
渫
す
る
こ
と
で
土
砂
の
埋
積
を
防
ぎ
、

港
の
維
持
が
図
ら
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
よ
う
。

高
津
港
の
港
湾
施
設
に
は
、
こ
れ
ら
に
並
ん
で
御
武
器
蔵
・
御
米
中
場
・
御
紙
蔵
・

蝋
座
が
見
え
る
が
、
い
ず
れ
も
津
和
野
藩
の
軍
事
・
商
業
に
関
わ
る
施
設
で
あ
る
。

高
津
港
に
は
、
津
和
野
藩
の
施
設
が
集
中
的
に
設
け
ら
れ
て
い
た
様
子
が
看
取
さ
れ

る
が
、
こ
れ
も
藩
が
港
湾
空
間
を
一
元
的
に
管
理
・
掌
握
し
て
い
た
こ
と
の
表
れ
と

捉
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
沿
岸
へ
通
じ
る
道
沿
い
に
は
、
集
落
（
町
）
も
描
か
れ
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
集
落
は
沿
岸
の
藩
施
設
か
ら
区
分
さ
れ
た
場
所
に
あ
る

こ
と
に
着
目
す
る
と
、
近
世
の
高
津
港
で
は
港
湾
施
設
と
集
落
と
が
津
和
野
藩
に
よ

っ
て
ト
ー
タ
ル
に
ゾ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
て
い
た
様
子
も
看
取
で
き
、
こ
の
点
も
高
津
港

の
近
世
的
な
特
徴
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二　

高
津
川
・
益
田
川
河
口
域
の
中
世
港
湾

前
章
で
は
、「
石
見
国
高
津
川
水
域
大
絵
図
」（
以
下
、「
大
絵
図
」
と
呼
称
す
る
）

を
素
材
に
、
近
世
段
階
の
高
津
港
の
様
相
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て

本
章
で
は
、
中
世
段
階
の
高
津
港
の
様
相
に
つ
い
て
追
究
す
る
と
と
も
に
、
中
世
の

高
津
川
・
益
田
川
の
河
口
域
に
形
成
さ
れ
た
三
つ
の
港
の
関
係
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

1
　
中
世
の
高
津
港

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
最
近
新
た
に
発
見
さ
れ
た
中
世
文
書
に
よ
り
、
十
三
世

紀
前
半
に
は
高
津
川
本
流
の
河
口
域
に
も
港
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
中
世
段
階
の
高
津
港
の
様
相
を
追
究
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
こ
の
史
料
を
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検
討
し
て
み
よ
う
。

　

【
史
料
（
】「
益
田
實
氏
所
蔵
文
書
」

石
見
国
長
野
庄
内
高
津
郷
務
間
事
、
就
去
年
七
月
十
一
日
御
下
知
状
、
相
尋
地

頭
兵
衛
尉
盛
宗
候
之
処
、
陳
状
副
代
々
御

下
知
案
如
此
候
、
子
細
見
状
候
歟
、
而
雑
掌
以

去
年
御
下
知
状
、
一
向
彼
郷
津
湊
等
不
相
交
地
頭
之
由
訴
申
之
、
何
様
可
候
乎
、

以
此
旨
可
有
御
披
露
候
、
恐
惶
謹
言
、

延（
一
二
四
〇
（

応
二
年
四
月
廿
六
日　

相
模
守
重
時
（（

北
条
重
時
）
 

裏
花
押
）

　

進
上　

斎
藤
兵
衛
入
道
殿

石
見
国
長
野
荘
内
高
津
郷
の
郷
務
を
め
ぐ
る
地
頭
と
荘
園
領
主
（
雑
掌
）
と
の
相

論
に
つ
き
、
六
波
羅
探
題
北
方
の
北
条
重
時
が
、
評
定
衆
の
斎
藤
長
定
に
対
し
、
鎌

倉
の
評
定
へ
の
披
露
を
依
頼
し
た
書
状
で
あ
る

（
（1
（

。
傍
線
部
を
見
る
と
、
荘
園
領
主
側

は
高
津
郷
の
「
津
湊
等
」
に
地
頭
を
関
わ
ら
せ
な
い
よ
う
に
訴
え
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
高
津
川
本
流
の
河
口
域
に
所
在
し
た
高
津
郷
に
は
、
十
三

世
紀
前
半
ま
で
に
「
津
湊
等
」
＝
港
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ

れ
ま
で
中
世
の
高
津
郷
に
港
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
史
料
と
し
て
は
、「
高
津
浦
屋

敷
銭
・
船
役
料
」
と
い
う
文
言
が
見
え
る
、
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
の
益
田
元

祥
領
打
渡
検
地
目
録

（
（1
（

が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、【
史
料
（
】
の
発
見
に
よ
り
、

高
津
港
の
存
在
は
そ
れ
よ
り
も
三
世
紀
半
以
上
も
遡
る
こ
と
が
確
実
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

さ
て
、【
史
料
（
】
に
は
「
彼
郷
津
湊
等
」
と
見
え
、
高
津
郷
に
は
複
数
の
港
が

存
在
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
津
も
湊
も
ど
ち
ら
も
港
を
表
す
語
句
だ
が
、
立
地

条
件
に
応
じ
て
呼
称
が
使
い
分
け
ら
れ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
（1
（

。
す
な
わ
ち
、
津
は

海
辺
や
河
川
内
に
立
地
し
、
水
上
交
通
の
中
継
地
に
な
る
港
に
付
け
ら
れ
る
傾
向
が

あ
る
の
に
対
し
、
湊
は
河
川
が
海
に
注
ぐ
河
口
域
に
設
け
ら
れ
、
外
洋
海
上
交
通

と
内
陸
河
川
交
通
の
結
節
点
と
な
る
港
に
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
の
で
あ

る
。
こ
の
指
摘
を
踏
ま
え
る
と
、「
彼
郷
津
湊
等
」
と
い
う
表
現
は
、
高
津
郷
に
は

津
と
湊
と
い
う
立
地
条
件
の
異
な
る
複
数
の
港
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と

理
解
で
き
よ
う

（
（1
（

。

【
史
料
（
】の「
彼
郷
津
湊
等
」を
こ
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
と
す
る
と
、「
大
絵
図
」

に
描
か
れ
た
近
世
の
高
津
港
は
「
湊
」
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
、
中
世
の
高
津
郷
の

「
湊
」
も
ほ
ぼ
同
じ
場
所
に
存
在
し
た
と
推
定
で
き
よ
う
。
一
方
、「
津
」
に
当
た
る

港
だ
が
、
こ
れ
も
右
の
指
摘
を
踏
ま
え
る
と
、「
大
絵
図
」
に
「
大
渡
シ
」
と
記
載

さ
れ
た
高
津
村
の
渡
し
場（

11
（

付
近
は
、
そ
の
候
補
地
の
一
つ
に
な
り
う
る
と
考
え
ら
れ

る
（【
図
5
】
参
照
）。
こ
の
点
に
関
し
て
、
矢
田
俊
文
氏
は
、
中
世
の
港
の
物
資
流

通
の
中
心
は
橋
な
い
し
は
渡
し
の
そ
ば
に
あ
っ
た
と
い
う
事
実
に
注
意
を
喚
起
し
て

い
る

（
1（
（

が
、こ
の
矢
田
氏
の
指
摘
も
右
の
推
測
の
補
強
材
料
に
な
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、

中
世
の
高
津
郷
の
「
津
」
の
一
つ
は
、こ
の
付
近
に
あ
っ
た
と
推
定
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
よ
う
に
中
世
の
高
津
郷
に
は
、
高
津
川
の
河
川
内
の
津
と
河
口
域
の
湊
と
い

う
複
数
の
港
が
存
在
し
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
ら
の
港
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
港
と
し
て

別
個
に
存
在
し
た
と
見
る
よ
り
も
、
立
地
条
件
の
違
い
に
よ
る
機
能
差
に
も
と
づ
い

て
複
合
化
し
て
い
た
と
把
握
す
る
方
が
妥
当
と
考
え
る

（
11
（

。
す
な
わ
ち
、
川
港
＝
内
陸

へ
の
結
節
点
と
な
る
津
と
海
港
＝
外
部
へ
の
結
節
点
と
な
る
湊
と
が
リ
ン
ク
す
る
こ

と
で
、
高
津
港
と
し
て
の
交
通
と
物
資
流
通
が
全
体
的
に
機
能
し
て
い
た
と
捉
え
ら

れ
、
こ
れ
が
中
世
の
高
津
港
の
様
態
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

【
史
料
（
】
の
傍
線
部
に
戻
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
は
、
地
頭
と
荘
園
領
主
と
の
間
で

高
津
郷
の
「
津
湊
等
」
の
管
理
を
め
ぐ
る
争
い
が
起
き
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
十
三
世
紀
前
半
時
の
高
津
港
に
は
地
頭
と
荘
園
領
主
の
双
方
が
関

与
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
か
一
方
に
よ
る
一
元
的
な
管
理
・
掌
握
が
な
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
港
に
関
わ
る
諸
権
力
が
錯
綜
す
る
よ
う
な

状
態
こ
そ
が
、
中
世
段
階
に
固
有
の
港
湾
の
あ
り
方
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

（
11
（

。
そ
し

て
、
地
頭
と
荘
園
領
主
に
よ
る
高
津
郷
の
「
津
湊
等
」
の
管
理
を
め
ぐ
る
争
い
は
、

そ
の
収
益
を
め
ぐ
る
争
い
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
彼
ら
は
具
体
的
に
い
か
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な
る
収
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
う
え
で
、
次

の
史
料
が
注
目
さ
れ
る
。

　
【
史
料
（
】「
益
田
金
吾
家
文
書

（
11
（

」

　
「（

端
裏
書
）　
　

弁
法
橋　

文
永
六　

四　

十
二
」

　

�
長
盛
申
石
見
国
益
田
本
郷
津
料
・
浮
口
事
、
狛（

道
智
）

僧
正
御
房
去
比
御
入
滅
候
之
間
、

件
御
領
彼
御
分
候
、仍
于
今
進
之
候
了
、急
有
御
尋
可
被
申
左
右
候
、恐
々
謹
言
、

　
「
文（

異
筆
・
一
二
六
九
）

永
六
年
」

　
　
　

四
月
十
二
日　
　
　
　
　
　
　
　

法
橋
範
政

益
田
荘
の
荘
園
領
主
（
本
家
）
で
あ
る
園
城
寺
円
満
院
の
坊
官
だ
っ
た
範
政
が
発

給
し
た
書
状
の
案
文
で
あ
る
。
範
政
は
こ
の
書
状
で
、
狛
僧
正
が
死
没
し
た
こ
と
に

つ
き
、
彼
の
収
益
だ
っ
た
「
益
田
本
郷
津
料
・
浮
口
」
の
新
た
な
納
付
先
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
て
い
る
が
、
こ
の
「
益
田
本
郷
津
料
・
浮
口
」
と
い
う
文
言
が
注
目
さ

れ
る
。
こ
の
文
言
か
ら
、
益
田
本
郷
の
津
で
は
「
津
料
」
と
「
浮
口
」
が
徴
収
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
津
料
」
は
津
の
利
用
料
と
見
ら
れ
、
一
方
の
「
浮
口
」
と

は
河
川
を
上
下
す
る
物
資
に
対
す
る
通
航
料
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
11
（

。
益
田
本
郷
の
津

と
は
、
具
体
的
に
ど
こ
の
港
を
指
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
な
ら
な
い
が
、
沖
手
港

な
い
し
は
中
須
港
の
こ
と
と
想
定
さ
れ
る

（
11
（

。
す
る
と
、
十
三
世
紀
半
ば
の
沖
手
港
な

い
し
中
須
港
で
は
「
津
料
」
と
「
浮
口
」
が
徴
収
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
荘
園
領
主
の
収

益
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、高
津
港
で
も
同
様
に
「
津
料
」
と
「
浮
口
」

が
徴
収
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
高
津
港
に
は
「
湊
」
も
あ
っ
た
こ

と
を
想
起
す
る
と
、「
湊
料
」
も
徴
収
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

お
そ
ら
く
高
津
郷
の
地
頭
と
長
野
荘
の
荘
園
領
主
は
、
高
津
港
の
管
理
に
関
与
す
る

こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
収
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
中
世
の
高
津
港
で
は
、「
津
料
」・「
湊
料
」・「
浮
口
」
が
徴
収
さ
れ

た
と
見
ら
れ
る
が
、
十
三
世
紀
前
半
に
こ
れ
ら
の
収
益
を
め
ぐ
っ
て
領
主
間
の
相
論

が
起
き
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
当
該
期
に
は
高
津
港
の
交
通
と
物
資
流
通
は
活

況
を
呈
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
を
実
際
に
担
っ
た
人

び
と
の
姿
に
つ
い
て
は
、
史
料
の
制
約
が
あ
り
判
然
と
し
な
い
。
た
だ
、
戦
国
期
の

史
料
と
な
る
が
、「
温
泉
津
恵
珖
寺
旧
記
」
の
記
述
の
な
か
に
わ
ず
か
な
が
ら
こ
れ

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
温
泉
津
恵
珖
寺
旧
記
」
と
は
、
島
津
氏
と
の
合
戦
の
た
め
に
九
州
に
出
陣
し
て

い
た
豊
臣
秀
吉
の
も
と
を
訪
れ
る
べ
く
、
日
本
海
沿
岸
沿
い
に
九
州
へ
向
か
っ
た
細

川
幽
斎
が
、
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
五
月
に
石
見
国
温
泉
津
を
訪
れ
た
際
の
記

録
で
あ
る

（
11
（

。
こ
れ
に
よ
る
と
、
温
泉
津
を
訪
れ
た
幽
斎
は
、
油
屋
妙
珎
を
は
じ
め
と

す
る
二
十
名
余
り
の
商
人
た
ち
の
歓
待
を
受
け
、
恵
珖
寺
に
て
歌
物
語
や
百
韻
連
歌

な
ど
を
楽
し
ん
だ
様
子
が
確
認
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
の
商
人
の
な
か
に
高
津
屋
宗
兵

衛
な
る
人
物
が
見
え
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
彼
は
「
高
津
屋
」
と
い
う
屋
号
を
名
乗

っ
て
い
る
が
、
当
時
の
屋
号
は
恒
常
的
な
取
引
先
や
出
先
の
拠
点
を
示
す
可
能
性
が

高
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
11
（

。
こ
の
指
摘
を
踏
ま
え
る
と
、
彼
は
高
津
港
と
恒
常
的
に

取
引
を
し
て
い
た
温
泉
津
の
廻
船
商
人
か
、
高
津
港
を
拠
点
と
し
て
温
泉
津
と
取
引

を
し
て
い
た
廻
船
商
人
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
十
六
世
紀
後
半

に
は
西
日
本
海
海
域
を
舞
台
に
活
動
し
た
高
津
港
に
関
わ
る
廻
船
商
人
の
存
在
が
確

認
で
き
る
わ
け
だ
が
、
高
津
港
の
交
通
と
物
資
流
通
は
十
三
世
紀
前
半
に
は
活
況
を

呈
し
て
い
た
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
こ
の
よ
う
な
廻
船
商
人
の
存
在
は
十
三
世
紀
に
も

認
め
て
よ
い
と
思
わ
れ
、
こ
の
よ
う
な
人
び
と
が
高
津
港
の
交
通
と
物
資
流
通
の
担

い
手
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、「
大
絵
図
」
に
は
、
柿
本
神
社
の
門
前
に
上
市
・
中
市
・
下
市
が
描

か
れ
て
お
り
、
門
前
市
が
形
成
さ
れ
て
い
た
様
子
が
確
認
で
き
る
。
前
述
し
た
よ
う

に
、
柿
本
神
社
が
こ
の
絵
図
に
描
か
れ
た
場
所
に
移
転
し
た
時
期
は
延
宝
九
年
で
あ

る
か
ら
、
門
前
市
も
そ
れ
に
伴
っ
て
形
成
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

門
前
市
は
高
津
村
の
大
渡
し
＝
中
世
高
津
港
の
津
に
隣
接
し
て
い
る
点
に
着
目
す
る

と
、
も
と
も
と
は
津
の
集
落
（
町
）
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る

（
11
（

。
中
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世
前
期
以
来
、
高
津
港
は
活
況
を
呈
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
構

成
し
た
津
の
集
落
も
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
高
津
港
を
拠
点
に
活
動
し

た
廻
船
商
人
た
ち
も
そ
の
住
人
に
な
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
よ
う
。

2
　「
益
田
港
湾
圏
」
と
い
う
視
角

続
い
て
、
前
節
の
考
察
を
受
け
て
、
中
世
の
高
津
川
・
益
田
川
の
河
口
域
に
形
成

さ
れ
た
沖
手
港
・
中
須
港
・
高
津
港
の
関
係
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。【
図
（
】
は
、

中
世
段
階
に
益
田
川
に
合
流
し
て
い
た
高
津
川
の
支
流
＝
前
川
と
新
川
の
推
定
流

路
（
11
（

と
、
こ
れ
ら
三
つ
の
港
の
位
置
関
係
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

中
世
の
高
津
川
と
益
田
川
の
流
域
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
長
野
荘
と
益
田
荘
と
い
う
二

つ
の
荘
園
が
形
成
さ
れ
て
い
た

（
1（
（

。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
沖
手
港
・
中
須
港
・
高
津

港
も
こ
れ
ら
の
荘
園
の
領
域
に
含
ま
れ
て
い
た
が
、沖
手
港
と
中
須
港
は
益
田
荘
に
、

高
津
港
は
長
野
荘
に
含
ま
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
前
二
者
は
益
田
荘
の
年
貢
積

み
出
し
港
と
し
て
、
後
者
は
長
野
荘
の
そ
れ
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い

と
思
わ
れ
る
。
井
上
寛
司
氏
は
、
中
世
の
荘
園
の
成
立
に
伴
い
、
こ
れ
に
対
応
す
る

個
別
の
港
が
整
備
さ
れ
、
専
属
の
流
通
セ
ン
タ
ー
に
な
っ
た
と
指
摘
す
る
が

（
11
（

、
中
世

の
海
上
輸
送
業
者
の
存
在
形
態
に
鑑
み
る
と
首
肯
し
が
た
い
。

す
な
わ
ち
、
中
世
の
荘
園
に
は
梶
取
と
呼
ば
れ
た
海
上
輸
送
業
者
が
存
在
し
、
自

己
の
属
す
る
荘
園
の
年
貢
輸
送
を
担
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
そ
の
一
方
で
、

荘
園
年
貢
輸
送
と
は
無
関
係
に
展
開
し
た
広
域
的
な
地
域
間
の
輸
送
・
交
易
に
も
携

わ
っ
て
お
り
、
決
し
て
荘
園
的
な
支
配
に
拘
束
さ
れ
な
い
＝
荘
園
領
主
に
対
す
る
従

属
関
係
に
縛
ら
れ
な
い
存
在
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

（
11
（

。し
た
が
っ
て
、

沖
手
港
・
中
須
港
・
高
津
港
に
も
こ
の
よ
う
な
梶
取
が
存
在
し
た
は
ず
だ
が

（
11
（

、
彼
ら

に
よ
っ
て
海
上
交
通
お
よ
び
物
資
流
通
が
担
わ
れ
た
以
上
、
こ
れ
ら
三
つ
の
港
が
そ

れ
ぞ
れ
の
荘
園
の
専
属
の
流
通
セ
ン
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
港
は
、
長
野
荘
と
益
田
荘
共
有
の
流
通
セ
ン
タ
ー
に
な
っ
て
い

た
と
理
解
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。

【図 8】　高津川・益田川河口域の中世港と中世高津川の支流
（（,500 分の（「益田市都市計画図」Ⅲ -OD�（（-（に加筆）
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高
津
川
・
益
田
川
河
口
域
に
所
在
し
た
三
つ
の
港
を
こ
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
と

す
る
と
、
こ
の
こ
と
は
取
り
も
直
さ
ず
、
こ
れ
ら
三
つ
の
港
（
町
）
は
併
存
し
な
が

ら
有
機
的
に
結
び
つ
き
、
一
つ
の
港
湾
圏
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
伊
藤
幸
司
氏
は
、
中
世
日
本
最
大
の
国
際
貿
易
港
博
多

の
機
能
は
都
市
博
多
と
博
多
湾
に
点
在
す
る
港
町
と
が
相
互
に
補
完
関
係
を
形
成
す

る
こ
と
で
成
立
し
て
お
り
、
中
世
の
博
多
湾
は
都
市
博
多
を
中
心
に
湾
内
に
点
在
す

る
港
町
が
有
機
的
に
結
合
し
て
一
つ
の
港
湾
圏
（
港
湾
都
市
）
を
形
成
し
て
い
た
と

指
摘
し
て
い
る

（
11
（

。
博
多
湾
と
比
較
す
る
と
ス
ケ
ー
ル
は
劣
り
、
ま
た
河
口
域
の
事
例

と
な
る
が
、
中
世
の
高
津
川
・
益
田
川
河
口
域
で
も
同
様
の
事
態
が
展
開
し
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か

（
11
（

。
残
念
な
が
ら
、
中
世
の
高
津
川
・
益
田
川
河
口
域
に
所
在
し
た
こ

れ
ら
三
つ
の
港
（
町
）
が
、
有
機
的
に
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
を
具
体
的
に
示
す
史

料
は
得
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
近
世
の
史
料
に
な
る
が
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）

か
ら
翌
年
に
か
け
て
高
津
川
本
流
の
河
口
が
塞
が
っ
た
際
、
高
津
港
の
廻
船
は
新
川

を
通
っ
て
益
田
川
へ
出
た
こ
と
が
確
認
で
き
る

（
11
（

。
お
そ
ら
く
中
世
段
階
で
も
、
こ
の

よ
う
に
高
津
川
の
支
流
を
介
し
て
、
高
津
川
・
益
田
川
河
口
域
の
三
つ
の
港
の
間
を

船
や
筏
が
行
き
来
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
人
と
モ

ノ
の
往
来
を
通
じ
て
、
中
世
に
お
け
る
こ
れ
ら
三
つ
の
港
（
町
）
は
有
機
的
に
結
び

つ
き
、
一
つ
の
港
湾
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
推
測
で
き
よ
う
。
本
稿
で
は
、
こ
れ

を
「
益
田
港
湾
圏
」
と
捉
え
た
い
。

中
世
の
高
津
川
・
益
田
川
河
口
域
に
「
益
田
港
湾
圏
」
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
す

る
と
、
こ
れ
は
西
日
本
海
交
通
・
流
通
の
一
大
拠
点
に
な
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

近
世
初
頭
の
史
料
に
な
る
が
、
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
八
月
に
作
成
さ
れ
た
「
石

見
国
古
田
領
舟
役
加
子
役
帳

（
11
（

」
は
、
こ
の
推
測
の
傍
証
に
な
る
も
の
と
し
て
注
目
さ

れ
る
。

本
史
料
は
、浜
田
藩
古
田
家
が
支
配
す
る
領
域
の
う
ち
、海
に
接
す
る
益
田
・
三
隅
・

浜
田
の
三
組
ご
と
に
各
港
の
船
持
人
と
そ
の
船
の
規
模
（
船
数
・
積
載
量
）、
そ
し

て
各
港
の
水
夫
の
人
名
を
記
載
し
、
そ
の
う
え
で
積
載
量
の
合
計
と
水
夫
人
数
の
合

計
に
応
じ
た
船
役
と
水
夫
役
の
銀
納
高
を
記
載
し
た
徴
税
基
礎
台
帳
で
あ
る
。い
ま
、

「
益
田
港
湾
圏
」
の
規
模
を
検
証
す
る
う
え
で
注
目
す
べ
き
は
、
益
田
組
の
記
載
で

あ
る
。
本
史
料
に
つ
い
て
は
、
倉
恒
康
一
氏
に
よ
る
詳
細
な
分
析

（
11
（

が
あ
る
の
で
、
こ

の
成
果
を
参
照
し
な
が
ら
そ
の
内
容
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

益
田
組
に
は
、
船
役
が
課
せ
ら
れ
る
船
が
所
属
す
る
港
と
、
水
夫
役
が
課
せ
ら
れ

る
水
夫
が
所
属
す
る
港
を
合
計
す
る
と
八
港
（
た
だ
し
、
地
名
の
記
載
が
無
い
一
件

は
除
く
）
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、中
須
港
を
指
す
と
思
わ
れ
る
「
中
津
」

が
、船
数
七
艘
・
積
載
量
計
五
九
〇
石
・
水
夫
数
八
人
で
、組
内
で
最
大
規
模
の
港
だ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
近
世
の
港
湾
に
関
す
る
情
報
が
豊
富
な
地
図
と
し
て

最
も
古
く
遡
る
こ
と
が
で
き
る
正
保
石
見
国
絵
図
に
は
、
益
田
組
の
港
湾
と
し
て
中

須
・
津
田
・
土
田
の
三
か
所
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
後
二
者
が
「
舟
か
か
り
無
之
」

と
あ
る
の
に
対
し
て
、
中
須
だ
け
は
「
所
ノ
舟
入
置
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
倉
恒
氏

は
中
須
港
が
地
理
的
に
も
組
内
で
優
位
に
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
前
章
で
掲
げ

た
【
史
料
（
】
の
波
線
部
に
も
、
新
川
を
堰
留
め
す
る
以
前
の
中
須
浦
に
は
廻
船
が

頻
繁
に
出
入
り
し
、
浦
町
が
賑
わ
っ
て
い
た
様
子
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

右
の
二
つ
の
史
料
か
ら
う
か
が
え
る
中
須
港
の
様
子
と
合
致
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、
ほ
か
の
二
組
に
あ
る
港
の
う
ち
、
中
須
港
と
同
様
に
正
保
石
見
国
絵
図

の
な
か
で
舟
か
か
り
が
可
能
と
あ
る
港
を
探
し
て
み
る
と
、
三
隅
（
三
隅
組
）
と
長

浜
・
浜
田
（
浜
田
組
）
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
の
港
も
、
各
組
の
な

か
で
船
数
・
積
載
量
・
水
夫
数
と
も
に
有
数
の
港
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、

中
須
港
を
合
わ
せ
た
こ
れ
ら
四
港
の
な
か
で
は
、
浜
田
港
が
船
数
十
六
艘
・
積
載
量

計
一
〇
四
二
石
・
水
夫
数
四
十
九
人
で
、
す
べ
て
に
お
い
て
他
港
を
圧
倒
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
近
世
初
頭
の
浜
田
藩
で
は
、
浜
田
港
が
突
出
し
た

規
模
を
持
つ
港
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、中
須
港
は
三
隅
港
と
ほ
ぼ
同
規
模
の
港
で
、

浜
田
港
に
次
ぐ
規
模
を
持
つ
港
だ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
事
実
を
踏
ま
え

る
と
、
近
世
初
頭
の
中
須
港
は
、
西
日
本
海
海
域
に
お
い
て
浜
田
港
や
三
隅
港
と
と

も
に
基
幹
港
湾
と
し
て
の
地
位
に
あ
っ
た
様
相
が
う
か
が
え
よ
う
。
そ
し
て
、「
石
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見
国
古
田
領
舟
役
加
子
役
帳
」
の
作
成
時
期
に
鑑
み
る
と
、
こ
う
し
た
中
須
港
の
様

相
は
中
世
後
期
に
遡
及
で
き
る
こ
と
は
確
実
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
、
こ
の
よ
う

な
中
須
港
を
構
成
要
素
と
し
て
抱
え
、
ま
た
同
じ
く
構
成
要
素
の
高
津
港
も
活
況
を

呈
し
た
港
だ
っ
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
中
世
後
期
に
は
、「
益
田

港
湾
圏
」
は
西
日
本
海
海
域
に
お
け
る
基
幹
港
湾
＝
西
日
本
海
交
通
・
流
通
の
一
大

拠
点
に
な
っ
て
い
た
と
理
解
す
る
の
が
至
当
と
判
断
さ
れ
よ
う

（
11
（

。

十
五
世
紀
後
半
に
成
立
し
た
『
海
東
諸
国
紀
』
の
「
日
本
国
紀
」
に
は
、
朝
鮮
に

通
交
し
た
石
見
国
の
国
人
の
一
人
と
し
て
、「
益
田
守
」
藤
原
久
直
な
る
人
物
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る

（
1（
（

。
し
か
し
、
こ
の
人
物
は
実
在
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
対
馬
の
宗
氏

が
朝
鮮
と
の
貿
易
を
拡
大
す
る
た
め
に
創
り
出
し
た
架
空
の
人
物
＝
偽
使
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る

（
11
（

。
だ
が
、
宗
氏
が
「
益
田
」
の
人
物
を
偽
使
に
選
ん
だ
と
い
う
事

実
は
、「
益
田
港
湾
圏
」
が
宗
氏
に
強
く
意
識
さ
れ
る
港
湾
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
、
中
世
後
期
の
「
益
田
港
湾
圏
」
は
対
馬
を
も
交
易
圏
に
含
む
西

日
本
海
交
通
・
流
通
の
一
大
拠
点
に
な
っ
て
い
た
様
相
が
、
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か

ら
も
垣
間
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
、「
石
見
国
高
津
川
水
域
大
絵
図
」
が
文
化
元
年
の
高
津
川
の

洪
水
に
よ
る
河
口
の
移
動
を
受
け
て
、
河
口
を
起
点
に
設
定
さ
れ
て
い
た
藩
境
の
再

確
認
作
業
の
結
果
を
津
和
野
藩
側
が
記
録
す
る
べ
く
、
そ
の
翌
年
か
ら
文
化
八
年
の

間
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
近
世
段
階
の
高
津
港
の
様
相

を
考
察
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
考
察
を
手
が
か
り
に
、
最
近
存
在
が
確
認
さ
れ
た
中

世
の
高
津
港
の
様
相
解
明
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
と
と
も
に
、
中
世
の
高
津
川
・
益
田

川
の
河
口
域
に
形
成
さ
れ
た
沖
手
港
・
中
須
港
・
高
津
港
の
関
係
性
に
つ
い
て
検
討

し
た
。
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
中
世
の
高
津
港
の
様
相
と
、
中
世
の
高
津
川
・
益
田

川
の
河
口
域
に
形
成
さ
れ
た
こ
れ
ら
三
つ
の
港
の
関
係
性
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
。

中
世
の
高
津
港
と
は
、
高
津
川
の
河
川
内
の
津
と
河
口
域
の
湊
の
二
つ
の
港
が
、

立
地
の
違
い
に
よ
る
機
能
差
に
も
と
づ
い
て
複
合
化
し
た
港
だ
っ
た
と
把
握
で
き

る
。
高
津
港
の
交
通
と
物
資
流
通
は
、
川
港
＝
内
陸
へ
の
結
節
点
と
な
る
津
と
海
港

＝
外
部
へ
の
結
節
点
と
な
る
湊
と
が
リ
ン
ク
す
る
こ
と
で
機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
中
世
の
高
津
港
で
は
、「
津
料
」・「
湊
料
」・「
浮
口
」
が
徴
収
さ
れ
た
と
目

さ
れ
、
十
三
世
紀
前
半
に
こ
れ
ら
の
収
益
を
め
ぐ
っ
て
地
頭
と
荘
園
領
主
と
の
間
で

相
論
が
起
き
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
当
該
期
に
は
高
津
港
の
交
通
と
物
資
流
通

は
活
況
を
呈
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
、
高
津
港
を
含
む
高
津
川
・

益
田
川
の
河
口
域
に
形
成
さ
れ
た
三
つ
の
港
は
、
益
田
荘
と
長
野
荘
共
有
の
流
通
セ

ン
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
港
（
町
）
は
、
併
存
し
な
が

ら
有
機
的
に
結
び
つ
き
、
一
つ
の
港
湾
圏
＝「
益
田
港
湾
圏
」
を
形
成
し
て
い
た
と

捉
え
ら
れ
、
少
な
く
と
も
中
世
後
期
に
は
、
西
日
本
海
海
域
に
お
け
る
基
幹
港
湾
＝

西
日
本
海
交
通
・
流
通
の
一
大
拠
点
に
な
っ
て
い
た
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

中
世
の
高
津
港
の
様
相
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
関
連
す
る
新
た
な
史
料
の
発
見

（
11
（

と

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
よ
り
詳
細
な
事
実
が
究
明
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
ま

た
、「
益
田
港
湾
圏
」
に
つ
い
て
も
、
他
地
域
の
港
湾
と
の
比
較
や
関
係
を
検
討
す

る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
存
続
さ
せ
た
高
津
川
・
益
田
川
流
域
の
後
背
地
と
の
関
係
も

あ
わ
せ
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
よ
り
具
体
的
な
様
相
を
解
明
す
る
こ
と
が
今
後
の
課

題
に
な
る
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
作
業
に
よ
り
、
益
田
地
域
あ
る
い
は
西
日
本
海
海

域
に
お
け
る
「
益
田
港
湾
圏
」
の
位
置
づ
け
が
明
確
に
な
り
、
中
世
の
西
日
本
海
交

通
・
流
通
の
様
相
を
い
っ
そ
う
深
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
が

そ
れ
へ
向
け
た
一
階
梯
と
な
れ
ば
、
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。

　（
1
）　

沖
手
遺
跡
と
中
須
東
原
・
西
原
遺
跡
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
長
澤
和
幸
「
中
須
東
原
遺
跡
と

港
湾
遺
跡
群
」（
中
世
都
市
研
究
会
編
『
日
本
海
交
易
と
都
市
』
山
川
出
版
社
、二
〇
一
六
年
）、

村
上
勇
「
高
津
川
・
益
田
川
河
口
部
港
湾
遺
跡
の
交
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
同
上
書
）、
佐
伯

註
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昌
俊
「
高
津
川
・
益
田
川
河
口
部
の
港
湾
遺
跡
の
様
相
」（
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
編
『
石

見
の
中
世
領
主
の
盛
衰
と
東
ア
ジ
ア
海
域
世
界
』
島
根
県
教
育
委
員
会
、二
〇
一
八
年
）
参
照
。

（
2
）　

佐
伯
昌
俊
同
右
論
文
は
、
こ
の
到
達
点
を
示
し
て
い
る
。

（
3
）　

市
村
高
男「
古
代
・
中
世
に
お
け
る
日
本
海
域
の
海
運
と
港
町
」（
前
掲『
日
本
海
交
易
と
都
市
』

所
収
）。

（
4
）　
「
益
田
實
氏
所
蔵
文
書
」
延
応
二
年
（
一
二
四
〇
）
四
月
二
十
六
日
付
北
条
重
時
書
状
。
本

史
料
を
含
む
益
田
實
氏
所
蔵
の
中
世
文
書
に
つ
い
て
は
、
田
中
大
喜
・
中
島
圭
一
・
中
司
健
一
・

西
田
友
広
・
渡
邊
浩
貴
「
益
田
實
氏
所
蔵
新
出
中
世
文
書
の
紹
介
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
研
究
報
告
』
二
一
二
集
、
二
〇
一
八
年
）
参
照
。

（
5
）　

本
絵
図
は
、
二
〇
一
八
年
八
月
二
十
三
日
に
同
博
物
館
に
て
調
査
し
た
。
調
査
に
あ
た
り
、

同
博
物
館
学
芸
員
の
倉
恒
康
一
氏
の
ご
高
配
に
与
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
。

（
6
）　

寛
永
八
年
正
月
二
十
八
日
付
中
須
浦
惣
代
等
口
上
覚
。『
沖
手
遺
跡
』（
益
田
市
教
育
委
員

会
、
二
〇
一
〇
年
）
は
、
二
十
二
点
の
「
中
須
自
治
会
所
蔵
文
書
」
の
翻
刻
を
掲
載
し
て
お
り
、

本
史
料
も
そ
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
野
賢
治
「
近
世
後
期
の
潟
湖
と
浦
の
生

業
」（『
日
本
海
沿
岸
の
潟
湖
に
お
け
る
景
観
と
生
業
の
変
遷
の
研
究
』
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン

タ
ー
、二
〇
一
五
年
）
は
、さ
ら
に
四
点
の
「
中
須
自
治
会
所
蔵
文
書
」
を
翻
刻
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
目
録
を
掲
載
し
て
お
り
、
全
容
の
把
握
に
便
宜
が
図
ら
れ
て
い
る
。

（
7
）　

島
根
県
美
濃
郡
高
津
町
小
学
校
編
『
高
津
町
誌
（
一
）』（
復
刻
版
、
高
津
の
歴
史
と
文
化
を

考
え
る
会
、
二
〇
〇
九
年
）
六
十
九
頁
お
よ
び
九
十
七
頁
参
照
。

（
8
）　

同
右
書
六
～
八
頁
参
照
。

（
9
）　
『
浜
田
領
・
津
和
野
領
入
相
中
浜
出
入
一
件
』（
中
須
町
自
治
会
、
一
九
八
四
年
）。
な
お
、

本
書
は
、
文
化
元
年
の
高
津
川
の
河
口
移
動
を
受
け
て
翌
年
正
月
に
勃
発
し
た
、
高
津
村
と

中
須
村
の
中
浜
で
の
引
き
網
漁
を
め
ぐ
る
相
論
の
一
部
始
終
を
記
録
し
た
、
当
時
の
益
田
浦

大
年
寄
の
大
賀
兵
左
衛
門
の
手
記
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
10
）　

本
絵
図
に
は
、「
新
湊
切
口
」
の
西
側
に
「
古
湊
口
」
と
い
う
記
載
も
確
認
で
き
る
。
同
右

史
料
に
は
、
文
化
元
年
の
洪
水
に
よ
っ
て
河
口
が
東
へ
移
動
し
た
こ
と
に
つ
き
、
そ
れ
ま
で
の

河
口
が
塞
が
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
鑑
み
る
と
、「
古
湊
口
」
と
は
、
洪

水
以
前
の
河
口
を
示
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

（
11
）　

同
右
史
料
に
よ
る
と
、
洪
水
の
影
響
で
塞
が
れ
た
以
前
の
河
口
を
掘
り
返
す
べ
く
、
津
和
野

藩
の
「
見
分
役
人
中
」
が
文
化
二
年
の
三
月
下
旬
に
高
津
村
に
来
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、本
絵
図
の
高
津
川
河
口
に
記
さ
れ
た
「
丑
三
月
廿
八
日
見
分
」

と
い
う
記
載
は
、
彼
ら
が
河
口
を
見
分
し
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
藩

境
の
再
確
認
作
業
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
12
）　

佐
藤
竜
馬
「
前
近
代
の
港
湾
施
設
」（
市
村
高
男
ほ
か
編
『
中
世
港
町
論
の
射
程　

港
町
の

原
像　

下
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
六
年
）
参
照
。
な
お
、
同
論
文
は
、
港
湾
施
設
に
焦
点
を

当
て
な
が
ら
、
前
近
代
の
港
湾
の
形
態
と
変
遷
を
包
括
的
に
考
察
し
て
い
る
。
本
節
の
港
湾

に
関
す
る
記
述
は
、
す
べ
て
こ
の
成
果
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

（
13
）　
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
32　

島
根
県
』（
角
川
書
店
、一
九
七
九
年
）
の
地
誌
編
「
益
田
市
」

項
に
は
、「
高
津
川
は
も
と
吉
田
平
野
を
縦
断
し
て
益
田
川
と
河
口
近
く
で
合
流
し
て
日
本
海

に
注
い
で
い
た
が
、
津
和
野
藩
主
亀
井
政
矩
は
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
に
防
衛
経
済
上
の
見

地
か
ら
、高
津
川
の
河
口
を
自
領
に
も
つ
た
め
に
河
道
付
替
え
の
工
事
を
敢
行
し
た
」（
七
五
六

～
七
五
七
頁
）と
の
記
述
が
見
え
る
。
ま
た
、『
日
本
歴
史
地
名
体
系
第
33
巻　

島
根
県
の
地
名
』

（
平
凡
社
、
一
九
九
五
年
）
の
「
高
津
村
」
項
に
も
、
同
様
の
記
述
を
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、

後
掲
註
（
17
）
史
料
に
よ
っ
て
、
戦
国
期
に
は
高
津
川
の
河
口
に
港
が
存
在
し
た
こ
と
が
確

認
で
き
、
そ
れ
は
さ
ら
に
十
三
世
紀
前
半
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
、
前
掲
註
（
4
）
史
料
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
十
七
世
紀
初
頭
の
河
道
の
付
け
替
え
工
事
に
よ
っ
て
、
高

津
川
が
益
田
川
か
ら
分
離
す
る
こ
と
で
は
じ
め
て
日
本
海
に
注
ぐ
独
自
の
河
口
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
高
津
川
の
河
口
は
、
中
世
段
階
か
ら
独
自
に
存
在
し
て
い
た
と

見
る
方
が
自
然
だ
ろ
う
。
服
部
英
雄
「
今
市
船
着
場
遺
跡
の
歴
史
的
な
役
割
」（『
中
世
今
市
船

着
場
跡
文
化
財
調
査
報
告
書
』
益
田
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
が
す
で
に
指
摘
し
て

い
る
が
、こ
れ
ら
の
記
述
は
矢
富
熊
一
郎
『
益
田
町
史　

下
巻
』（
益
田
公
民
館
、一
九
五
二
年
）

七
四
五
頁
の
記
述
に
依
拠
し
た
も
の
と
見
ら
れ
、
今
後
さ
ら
な
る
検
証
を
要
す
る
と
考
え
る
。

な
お
、
服
部
英
雄
同
論
文
に
よ
る
と
、
現
在
の
高
津
川
河
口
域
周
辺
は
砂
丘
が
形
成
さ
れ
に

く
い
地
形
で
、
そ
の
高
さ
も
低
い
と
い
う
。
こ
う
し
た
地
形
的
特
色
は
中
世
段
階
ま
で
遡
る

も
の
と
思
わ
れ
、
こ
の
点
か
ら
も
高
津
川
は
近
世
以
前
か
ら
独
自
の
河
口
を
持
っ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

（
14
）　

広
島
大
学
図
書
館
所
蔵
「
益
田
市
地
図
」
所
収
「
高
津
村
」。

（
15
）　

成
立
時
期
が
文
安
五
年
（
一
四
四
八
）
と
も
宝
徳
二
年
（
一
四
五
〇
）
頃
と
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
『
正
徹
物
語
』
に
は
、「
石
見
の
高
津
と
い
ふ
所
也
、
此
所
は
西
の
方
に
は
入
海
有
り
て
」

と
い
う
記
述
が
確
認
で
き
る
（『
中
世
益
田
・
益
田
氏
関
係
史
料
集
』〈
益
田
市
・
益
田
市
教

育
委
員
会
、
二
〇
一
六
年
〉
三
八
八
号
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
高
津
川
河
口
域
の
ラ
グ
ー
ン
は

中
世
段
階
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
実
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
本
史
料
は
渡
邊
浩
貴

氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
16
）　

田
中
大
喜
ほ
か
前
掲
資
料
紹
介
で
も
述
べ
た
が
、『
吾
妻
鏡
』
と
「
関
東
評
定
衆
伝
」（『
群

書
類
従
』
第
三
輯
所
収
）
に
よ
る
と
、
本
史
料
の
宛
先
の
斎
藤
長
定
は
前
年
の
十
月
十
一
日

に
死
去
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
史
料
は
長
定
の
死
没
年
に
つ
い
て
も
一
石
を
投
じ
る
文
書

と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、同
前
掲
資
料
紹
介
で
は
、本
史
料
に
表
れ
る
地
頭
の
名
前
を
「
盛

憲
」
と
し
て
い
る
が
、「
盛
宗
」
が
正
し
い
。
こ
こ
に
訂
正
し
た
い
。

（
17
）　
「
益
田
家
文
書
」天
正
十
九
年
正
月
十
一
日
付
石
見
美
濃
郡
益
田
元
祥
領
打
渡
検
地
目
録（『
大

日
本
古
文
書　

益
田
家
文
書
之
二
』
三
四
九
号
）。

（
18
）　

岩
橋
孝
典
「
十
六
世
紀
後
半
に
お
け
る
山
陰
地
域
水
上
交
通
の
一
断
面
」（
前
掲
『
日
本
海

沿
岸
の
潟
湖
に
お
け
る
景
観
と
生
業
の
変
遷
の
研
究
』
所
収
）。
な
お
、
市
村
高
男
「
中
世
後
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期
の
津
・
湊
と
地
域
社
会
」（
中
世
都
市
研
究
会
編
『
津
・
泊
・
宿　

中
世
都
市
研
究
3
』
新

人
物
往
来
社
、
一
九
九
六
年
）
も
、
津
と
湊
の
違
い
に
言
及
し
て
い
る
。

（
19
）　

前
掲
註
（
17
）
史
料
に
見
え
る
「
高
津
浦
」
と
は
、
高
津
郷
に
所
在
し
た
津
・
湊
＝
複
数
の

港
の
総
称
と
理
解
し
た
い
。

（
20
）　
『
高
津
町
誌
（
一
）』
一
二
四
頁
に
よ
る
と
、
こ
の
渡
し
は
往
来
が
頻
繁
だ
っ
た
た
め
、
津
和

野
藩
が
特
別
の
施
設
を
設
け
て
大
渡
場
と
し
て
整
備
し
、
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
の

高
津
橋
の
架
設
ま
で
機
能
し
て
い
た
と
い
う
。

（
21
）　

矢
田
俊
文
「
中
世
水
運
と
物
資
流
通
シ
ス
テ
ム
」（
同
『
地
震
と
中
世
の
流
通
』
高
志
書
院
、

二
〇
一
〇
年
、
初
出
一
九
九
九
年
）。

（
22
）　

市
村
高
男
前
掲
註
（
18
）
論
文
も
、「
一
つ
の
港
湾
で
も
、
津
と
湊
の
機
能
を
複
合
さ
せ
て

い
る
例
が
多
い
」（
九
十
六
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
23
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
竜
馬
前
掲
論
文
も
指
摘
し
て
い
る
ほ
か
、
拙
稿
「
南
北
朝
期
の

越
前
と
室
町
幕
府
」（
田
中
大
喜
・
長
谷
川
裕
子
・
村
木
二
郎
編
『
歴
史
研
究
の
最
前
線
一
九

号　

地
域
史
の
可
能
性
』
総
研
大
日
本
歴
史
研
究
専
攻
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
一
七

年
）
で
も
、
敦
賀
を
事
例
に
同
様
の
指
摘
を
し
た
。

　
　
　

な
お
、
中
世
後
期
に
な
る
と
高
津
川
・
益
田
川
河
口
域
は
益
田
氏
の
支
配
領
域
下
に
入
る
た

め
、
高
津
港
も
益
田
氏
に
よ
っ
て
管
理
・
掌
握
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
24
）　

文
永
六
年
四
月
十
二
日
付
法
橋
範
政
書
状
案（『
中
世
益
田
・
益
田
氏
関
係
史
料
集
』二
五
号
）。

（
25
）　

秋
山
伸
隆
「
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
流
通
支
配
の
性
格
」（
同
『
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
研
究
』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
、
初
出
一
九
八
二
年
）
参
照
。

（
26
）  

井
上
寛
司
「
中
世
都
市
石
見
益
田
の
成
立
」（
前
掲
『
日
本
海
交
易
と
都
市
』
所
収
）
は
中

須
東
原
・
西
原
遺
跡
＝
中
須
港
を
想
定
し
て
い
る
が
、
沖
手
遺
跡
＝
沖
手
港
の
可
能
性
も
排

除
で
き
な
い
と
考
え
る
。

（
27
）　
「
温
泉
津
恵
珖
寺
旧
記
」
は
、
温
泉
津
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
『
温
泉
津
町
誌　

上
巻
』（
温

泉
津
町
、
一
九
九
四
年
）
な
ら
び
に
『
中
世
益
田
・
益
田
氏
関
係
史
料
集
』
八
四
九
号
に
翻

刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、『
温
泉
津
町
誌　

上
巻
』
に
よ
る
と
、
本
史
料
は
昔
の
伝
承

を
も
と
に
近
世
に
な
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
記
載
内
容
は
そ
れ
な

り
に
事
実
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
戦
国
期
の
様
相
を
伝
え
る
貴
重
な
史
料
と
評
価

で
き
る
と
い
う
。

（
28
）　

長
谷
川
博
史
『
中
世
水
運
と
松
江　

城
下
町
形
成
の
前
史
を
探
る
』（
松
江
市
ふ
る
さ
と
文

庫
15
、
松
江
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
三
年
）。

（
29
）　

こ
の
点
に
関
し
て
、
矢
田
俊
文
前
掲
論
文
は
、
港
の
町
を
構
成
す
る
経
済
施
設
と
し
て
橋
・

渡
し
が
存
在
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
30
）　

前
川
と
新
川
の
旧
流
路
は
、
国
土
地
理
院
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
る
、
昭
和

二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
に
米
軍
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
益
田
市
の
空
中
写
真
と
、
治
水
地

形
分
類
図
を
参
照
し
て
推
定
し
た
。
な
お
、「
中
須
自
治
会
所
蔵
文
書
」
寛
政
八
年
（
月
日
欠
）

付
児
玉
伝
三
郎
口
上
覚
に
は
、
前
川
は
「
古
川
筋
」
と
見
え
、
十
八
世
紀
末
に
は
廃
川
に
な
っ

て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（
31
）　

長
野
荘
と
益
田
荘
の
立
荘
に
つ
い
て
は
、西
田
友
広
「
中
世
前
期
の
石
見
国
と
益
田
氏
」（
前

掲
『
石
見
の
中
世
領
主
の
盛
衰
と
東
ア
ジ
ア
海
域
世
界
』
所
収
）
参
照
。

（
32
）　

井
上
寛
司
前
掲
論
文
。

（
33
）　

藤
本
頼
人
「
中
世
前
期
の
梶
取
と
地
域
間
の
交
流
」（
同
『
中
世
の
河
海
と
地
域
社
会
』
高

志
書
院
、
二
〇
一
一
年
、
初
出
二
〇
〇
四
年
）
参
照
。

（
34
）　

前
節
に
お
い
て
、
十
三
世
紀
の
高
津
港
に
は
西
日
本
海
海
域
を
舞
台
に
活
動
し
た
廻
船
商
人

が
い
た
こ
と
を
推
測
し
た
が
、
右
に
見
た
よ
う
な
梶
取
の
姿
は
こ
れ
に
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ

を
与
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
十
六
世
紀
後
半
に
確
認
で
き
る
高
津
屋
宗
兵
衛
の
よ
う
な
廻
船

商
人
た
ち
は
、
こ
う
し
た
梶
取
の
末
裔
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
35
）　

伊
藤
幸
司
「
港
町
複
合
体
と
し
て
の
中
世
博
多
湾
と
箱
崎
」（『
九
州
史
学
』
一
八
〇
号
、

二
〇
一
八
年
）。

（
36
）　

伊
藤
幸
司
同
右
論
文
も
、「
こ
う
し
た
事
例
（
中
世
博
多
湾
の
よ
う
な
事
例
―
筆
者
註
）
は

他
地
域
で
も
規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
、
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
」（
六
十
一
頁
）
と
指
摘
し

て
い
る
。

（
37
）　

前
掲
註
（
9
）
史
料
。

（
38
）　

本
史
料
は
、『
明
治
大
学
刑
事
博
物
館
資
料　

第
四
集
』（
明
治
大
学
刑
事
博
物
館
、
一
九
七
九

年
）
に
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
39
）　

倉
恒
康
一
「
戦
国
期
の
石
見
国
浜
田
と
領
主
権
力
」（
前
掲
『
石
見
の
中
世
領
主
の
盛
衰
と

東
ア
ジ
ア
海
域
世
界
』
所
収
）。

（
40
）
中
世
段
階
に
お
い
て
も
、
高
津
川
と
益
田
川
の
河
口
域
は
恒
常
的
な
浚
渫
を
必
要
と
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ジ
ャ
ン
ク
船
の
よ
う
な
大
型
船
が
直
接
「
益
田
港
湾
圏
」
に

入
港
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
大
型
船
の
入
港
は
、
基
幹
港
湾
で
あ
る
た
め
の
要
件
に

は
な
ら
な
い
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

（
41
）　

田
中
健
夫
訳
注
『
海
東
諸
国
紀
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
）
一
六
三
頁
。

（
42
）　

佐
伯
弘
次
ほ
か
「『
海
東
諸
国
紀
』
日
本
人
通
交
者
の
個
別
的
検
討
」（『
東
ア
ジ
ア
と
日
本
』

三
号
、
二
〇
〇
六
年
）
の
「
石
見
州
」
項
（
岩
成
俊
策
氏
執
筆
）
参
照
。

（
43
）　

最
近
、
西
石
見
地
域
に
関
す
る
新
出
の
中
世
史
料
の
発
見
が
相
次
ぎ
、
資
料
紹
介
が
盛
ん
に

な
さ
れ
て
い
る
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
中
司
健
一
「
山
口
県
文
書
館
寄
託
『
益
田
高
友
家

文
書
』
中
世
分
の
翻
刻
と
紹
介
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
二
五
号
、
二
〇
一
五

年
）、
倉
恒
康
一
・
佐
伯
徳
哉
・
中
司
健
一
・
西
田
友
広
・
本
田
博
之
・
目
次
謙
一
「『
石
見

肥
塚
家
文
書
』
中
世
分
の
翻
刻
と
紹
介
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
二
八
号
、

二
〇
一
八
年
）、
田
中
大
喜
ほ
か
前
掲
資
料
紹
介
、
久
留
島
典
子
前
掲
論
文
、
小
倉
嘉
夫
・
倉

恒
康
一
・
中
司
健
一
・
長
村
祥
知
・
西
田
友
広
・
目
次
謙
一
「
大
阪
青
山
歴
史
文
学
博
物
館

所
蔵
『
吉
見
家
文
書
』
の
翻
刻
と
解
説
」（『
大
阪
青
山
大
学
紀
要
』
一
一
巻
、
二
〇
一
九
年
）
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（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
）

（
二
〇
二
〇
年
一
月
二
七
日
受
付
、
二
〇
二
〇
年
七
月
九
日
審
査
終
了
）

な
ど
が
あ
る
。




